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轄機閤台i暫棉麻試験分所であるが’現Wi・最も力を入れてい　　日，シ・リル・（璃麻）A．　sisalalla　Poril1（ヒガンバナ稗）
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告をみてもいすべてが，苧麻に関するものであったQなお，　　12，モーリシャスヘンフ（毛利沙麻）Furcraea　giganξea

剛溺で臨現在・繊まli…植物閑澗を作りつつあり，一〕肋　v・砿（ヒガソ・・河・D熱帯アメリ那誕。シザルに似るが，

のリス…・が恒・れている。一力時灌劣林業試駒禰係の：施　蜘恒・奴，1噺を帯びえCい。　　‘

設として・各地に分所があ1），私〕虻，h1紛所，糖匡i晒　 13，・1・オギ☆ジ。ウ（旅人蕉）R・vena1・mad・gascarie。、i、、

所を訪れ，綿麻試験分所とともに，これらの分所を通して　　　Sonn．（バシ田ウ科）マダガスカル、1二5原産。葉を包装肝1に，

働ゆ入乎につとめた・糊こ，恒辮鴇の墾丁一円に膨｛・1　態鞘を裂いて編み物｛こ使）白
紛1｝Wが熱帯棚勿園を経営しているので・坐・｛：IIの入手に｝潮　14，ウラジ・エノキ（llぱ麻）T・・m…i・・t・1i・B1．（ユ・

分好都合であ？た。ところで，このよ）た力Eで入手し，抄　　’科）熱帯アジア産。靱皮繊維をとる。　．　　　　．

醐｝り得た種苗の主なものは，次の〕咽である。　　　　15，アメリヵワタ（苗∫島紛G・ssypi・・xエb・rb・d。nse　L．

　1，シマタ戸ノキ（林投）Pandanus　odoratissimus　L．　var．　　　〔アオイ科）r｝｜米1［」灘i。台南にて種子を入手。

1iukiuensis（Warb．）Kalleh．（タコノ・樟：1）琉球，台湾産。　　㍉その他，インドクサネム・インドソテツ・オオノ1ギ囁’オオ

鞭裂き判　し，葉晒ユ酬除き，硬酬維酬1閥勿とする。　ボ・秒かカミヤツデ’．溺⇔．キ治ジかわトウ
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台湾産。長さ37πにおよぶ羽状葉を叢ヨ三するc葉柄の繊維を　　　れる予定である、ヨ　（筆者は理学博七）
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　1｛，アミノ酸のバランスと代謝から成り，｛公村氏はLと1　　いよ㍗し娯取したタ1《白t’1のうrゴた仏張白nlに｛lj川され！潮仔㌣

てLの向を側及った・姫ぱ・・従畑1頒の氾・・につい．　のJ．巴ぶいに，と・砕」ボ」ばいたが，且壮酬果は押、
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学1噺しい蹴川」なう吐てると蝋細YI蝋榔棚　的バf・・c雑・酵る）と，噸。。、。の川砕ド’：
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鞭霧竃；欝竃翼蕊i懸蹴6111・竃撒；；・鎌撚懸撒：還

より鯨酬二蜘を蛋噸の栄』蔓に問『る蹴剛月け訓1　・とは・幅・ξ偽1，遮の｝肥・．川いられぷと右パ1の
礎齢えた・つづいて川刷・の・ucci・i・d・hyd・・gel・a・e，　てある、
91upa皿ic　dehyd「・脚・・e・D－・mi・…id・xid・・e・91・t－　1壮羅素繊一上とい畷醐〃）舳1，1と代，触卿

憩蒜㌶1蕊・㌫惣蒜濃｛隠lc認麗卜　耀；誌：ε詰嶽1；：ll繧㍑㍑㍑｝；；顯蒜

11epsln・ailkalmβph・・ph・t・・eの酬…と蛋ぽ’1蛾｛・1と　順法，食　II虫ぱ1の・1州雌能の棚観川た、地飼、

の蹴をしらべた繍糠w帥蜘肋様式によい）助3　尚，1胸肌くい林，州刷姓の倒ξ溺1じ品
璽紛馳きる・と剛かにLに　　　　　た1，…ては川、・｝抑段も網ぷパ・端酌∴
素1ザﾘ濃讃§謬聯，饗㍑竃蕊謬駕㌫識　蒜｜謬2『o㌫、篇虻強くU施の亮脚1念｝ン・

す・1些その継竜噛｛呆つ酵素・噸r憤担咄1｝鳳・　㈱村鰍ぷ∫qは蹴靴’捌砲回

て灘竃懲蕊㌶㌫ど，，瓢　叢瓢灘▲8綜博
②の型式に属する酵素であり，こ，｝し1㍉の酢糸ぱ蚤白でiの栄践

価値の判定に利用し得るのみならず，弦ド1質の担取店揮の判

遣｛ご用いることができるとの‡118而を導いた。す九Sわちこれら

酵痴甜の蛋ド慣摂壬期貞1・把よる変動はシ・ネズミの斑。速

！法相関閃係のあろことを数栢の食品蛋部‘iを川し・・珊かに

1たo従来成抱動物の蛋rl娯担取基Tl川こ関tてけ，生泉出的

法を用いて最小必要吊が求められるにすさオらう、ったが，1一述

の方洗すなわち酉糠1甜を乎旨1舵1て脚栂・ネズミ畷
白殴］栽坂逆艮を提日1したo

　　（∬）aτgillase　　　　　　　　　　　　．
｝1臓a・gi・・seは｛1）の）1り人に属する酵，紅あ7，、蛋1’頂摂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘為替のご用は
　　はやくて　たしかな　　　 1

　　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのこ迭金ぱ当店宛職乏替貯金　1
ロ座長野3523が一春ご便利です

　　　　　　上田市原町

・罐の㊧富士銀行上田支店

’
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　　　　　　　　　　八木誠政・小山長雄両先生農学賞受賞

’～鑑瓢1覧、：㍑㍑慧㍑鷲：蹴霊瓢㌶訟；撒瓢撚・に岬・
や撤魂批に心力・ら脳伽躰く｛）沽の以こ脚　3，」肋の・助教、川にの勒、｝。てい・覗覚にか肘編1＋

？燕蕊溺懸；蒜㌦蹴汕，，，漂漂㌶illl㌫ll溺漂1惚
11叫竺獅恒る・ひぽくいば・めだ控ノ・］・ぱパ　・W脚・・醐！1酬脈、・・げイド・。ドr。ジ川工探く川
の⊥M・緬鯉川人剋］侃山パいるかわカ・姑い…．と　わ揃、心刺い耐帽ある，、

㌶の綱嚇ム・洲・幽洲、、。，，そぷ竺ぽ瓢瓢饗㍍憲瓢惣《
れド、の凹係を放字て表」｝↓（活軌～1’A）すぺ・ことに成功した匂　　　われけ川f］1していノ，ものてあゐn　　　　　　　　　　“

パい）・ぴゴの描克ちをし札べると，その虫が倒！隔動すイ，

　　　　　　　　　　同　　　窓　　　会　　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一針塚粘神をめぐつて一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹　　　内　　　善　　　吾

ノぱ繊人生や糠現象相1一ビ2位剛繊こ見てい　に深い関心剖4つようになり，同窓会を最も身，初糊⇒

㌶籍，こ謙蒜rぽ三⊇弩混麟量雲㍑鍛・鷲蒜ご淵ス
くのてある・組織や・肋や川・酬象持山・1蜘た　，・腿触も招硯庁疏っ・こも，趾品’，1鞠。ス、。問。

植撚硝一甜と異・・てM；か耽端に至るまで倣梛して　珊蹴9親ると，1・燈1淵1だろ）かと伽ようにか、
ノ繊が行われていると概ら，陥，そうすれば杣：と川くの　たのてある。
比重や表面張フゾ亭から，」陥川7、ご高さより，上月することは㍑　　　　さて，同窓会論等と大1→段1〔二描えて，仏‘jlにUる漫文に

えら些・人生小会汕そ伽IL聴てあるとバよ…　　随1。・・が・繊館W贔洲矧の恥1の恒Z蜥1剖
のし醐象の中に芥川1泣介の・rで駄いが・人’L｛州　の働の醐てあるので渤《酬バ，騨｛・空，拠当紺

1懸慧糠㌫姦㌶畿鷺撚；ll籔灘：騰聯
　私｛よ昭和2年から64F　9月まて，1’工杖ヒ川jc糸】剖1「」学払ゴ1・　　高’1｛’1十1じと同哨にイ1：村，㌦輻を緋いてい／こため，回窓会括

紬1に勤捌’たか・会…1・J窓会活動が聯｛比沿↓1てい　鵬綱端柚Lのと思われ．タ｛w大1⊥．・剛の曝知。
輝てあったので・賑と蹴会充展のため珊窓ノは仮・・　1岨油熾柱元・ぷ～柑，1盟，文化パ養晒搬別蹄1

鷺㌫懸鑓灘嚇‡㍊識蕊罐2と基螺罐㌫！㍑，豊1膓㌫
こともあったろうが一つには・㌔・中蝋註パ綜が国　3～4の同窓会員てあると品陥・1果とな一はのである。
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　　　　　39年度入学式挙行
39イP妬州人学繊｜1学渦li人学牛八伽C（1：川」13n／1舶0‖1よ

り剛父・｝同て粕了された．入学，何’判徽の188名て脇。

　　　　　　昭和39年度入学許可者氏名
織維農弓さ手斗　　1，123名

　氏　名　　　川　身　れ
大塚　照已　イ畑武∫くノ1二川父

目黒　和服　1ヲi↓※｝県］ミ岡高k

秋川　　勉　｛川県疏！、品文

和m　秀人　L川高b
金乎　　ト↓・　日日1川父

尾不11三Tll♪　1：川染行1了1「～1ほ

小川　，ll榔　　ヒ川城1乎1高し

箱川　　評㌔　ノLlて‘」ご業爵II｛復

佐々氷史郎　野沢北lt引ズ

塩川　粂光　野沢1ヒ高レ
森｝艮　∫～1〕f1：　～」｝村川ll砕、

‘Il

v水　　治　屋代高1父

小林　　巡　須取西高］・く

久野V邦博　愛知県4肴古岸高
　　　　　　伎　　〆
∫几困　㌧1］1昭　愛知り、ミ｜旧不II高校

丸ll｜ムリ］　愛久日県刷lll5臼㌣

　　　　　　高｛父

芝野　　悠　岐申原那．1＿高佼

松原　　極　岐1；1県」』丈ド高｛’ぐ

上垣内郁夫　た阪ばli吋倍野高
　　　　　　｝父

川崎　て1～「1・　ノく阪府学｝不ロ川高

　　　　　校
ll野．「lll雄　人阪的夕陽百陪∫

　　　　　k
」1谷　　肪　兵lll・県川イ1高k

L原　　武　7111細県7・『lll高｛又

紡織工科学　、，圃名

翻1鵠駕1鱗繰蕊
山崎　萸和　丁菓県化倉直㌔校

小熊　　昭　東京都明正高校亀

網く厭 ｢京刷’1始1『・・

二宮　英三　新掲県村松高b～

村川　定光　折掲県松代尚校
稲工上エ　1菖郎　福戊1県溺」（高｛父

小笠原哲也　　Lm高校

常盤貞寿夫　　L川高伝

中村　明義　h田高校
肥後　庄一　　L川弼佼

塩沢　正雄　iス田イlllげ～i校

川原　忠佑　W沢北高｛少

元k鳥　郁夫　野沢北1窃佼

近藤　武夫　屋代高校

玉力　米正　肝代高校
篠崎弘美艮野高枚w
金子　俊雄　長野工業高校

花岡　ハ和　須坂1∫［ll向仮

f川k　俊文　大田ll㍑」｛父

小松　、1’博　1、取、カメ占陵口k

l㌧凋　　砒　飯川高1三

岩ll　只工　静岡り、！卜川1ヒ山

　　　　　　｛’ぐ

武IIナ　万♪ll慢如県名llr犀1几1

　　　　　　品父
丁μ」、民人　暖知県名lll屋西

　　　　　　高k
内藤　　則　’毘知県1ψ1崎刷κ

イ・村　F二　喧知県岡ll・奇北高

　　　　　　校
野倉　忠好　岐自｜1、［川高k

lll崎　茂樹　∵」nり，1ill同杖

lll河以 怩Qノξ日・「｛・

中川　姐IL　J．阪1肋〔1い㌧高

　　　　　　k
藤川　武久　た阪府私、‘へ高槻

　　　　　　副父
州　　フ’《則　兵1洞1〔イ∫1原高｛叱

川川　勧：lli可1叫ド司川朝w
　　　　　　l制父
藤ノlll段　川11据’」’高1塙校

lllll　徹　福岡県ノ；湖1副欠

服迩　ハ乎　防fl腺小」成高｛叱

1｛璽信孟懸瓢1需㌶i膿蕊曇離
了｛1川多磨大　須坂西高｛父　　　た和　公」二，取訪二‖L高倹

繊維工業化学科　“同0名

1：藤　辿彦i川1｜多限獺岡1ご6｛交

金沢　正曽　杣15県磐城llヤ1校

落合　μu欠　神余」‖ll∫い1噸高

　　　　　、佼
11

`山　明∫　鞠月県il’1↓【ll・同

　　　　　　｛父

村ヒ　・卜］㌧　新力県1「ril．津『む

渡部　　鼎　新潟県新潟高†交

贈晶　　剛　宿ハ1県若狭轟㍉校

川1二　千ぴ　1二川商校

関口　忠↓｛｛　上田高校

中曾恨弓大　」二川高校

藤戊1　恒男　1二川高｝父

坂ハ　武文　屋代東副交

l」f畑　忠男　艮野高校

中島　暎一了　長野西高板

1ム橋　　渦　須坂西高校

畔上　政治　額坂西高｝女

藤原　平和　松本県ケ丘高校

白沢秀｝川松本県ケ斤闇父

k場　　苗　飯川高校
｝苗沢　道明　づく1町高1交

松田　力穂　大町高校

1／J川　倶宏　静岡県｛）他迦高

　　　　　　板
1｛1川　　猛　※如県愛久llr冷

　　　　　　副父　　　’
ll

P川　　稔　暖知県慢如1↑く

　　　　　　晶校
竹内　勝見　収知県YIIhζ1淑

所　　　陥　暖知県’r川∬1∫校

折谷　　明　愛知県名ll蔽（西

　　　　　　高k
氷本　　1「　暖知県名］！1屋1∫り

　　　　　　副ズ
久米　似ノく　愛知県刈谷1「r淑

川川　イ1ドミ岐」；川！岐1；】北高

　　　　　　k
川村　∫、ll’L　づ＼阪lfl今’、llf高｛叉

剛1㌧　宏・11　尺阪府り』屋月隔

　　　　　　｛・く

：i、永　富男　内小県1‖5妃高艮

酒イ・　ll引月　⊥勾弓1り，ミ姫路由同

　　　　　　枚
lll川　、1吋　、llり1軌［松d．北同

　　　　　　｛・く

Llll疏昭　碁崎犯こ崎西高
　　　　　校
坂小　茂lll官崎型r［都城hとケ

　　、　　　1τ高k

繊維機〕1戒学手斗　　r」145名　　｜

“　　ハ範　制鵬ほこll㍉ζξ淑

増成　1改三　鼎じ児8冒1碕協1父

fん藤　　紘　新（呂県三条高｛父

徳永　市徳1折潟県↓1’1崎高校

里見　　茂　福」1県皆狭1「も校

前川庄一郎　福jlりfl～’淑同校

池川　｝、㌧冶　1二ll］高｝父

ノlL　統允　ヒ1｜1高板

ふ田　1脱和　　ヒ川高｛父

緑川　利幸　L川高校
1［1川　　広二　　日1｜高｛ズ　　　七

式川　秀助　野沢北高険

塚越　正治　野沢北品k
侮沼　了1こjll屋代4↓高校

伊部　イ「洲　屋代高｛叉

池川　明文　艮野高校

伊藤　国ムll　長野高校

窪川伊功男　長野高校

宮下　俊明　艮野高校

介利　靖宜　松本県ケ丘高佼

内山　鼎国　諏訪冶陵↓t盲校

田中　　登　飯「n高校

藤本　　功　飯田高板

久保　　巡　静岡県韮川高校

加藤　　泰　愛知県半川涼」校

加藤　義㍑　愛知県半田高校

鈴木　　勇　愛知県1’田高校

原「rl　正降　愛知県国府日‘封校

島川◆ @勲　暖知県中村高仮
川本　忠郎　大阪府肋ll晴佼
藤ll　　lrl　犬阪府阿倍里］二高

　　　　　校
那　　英二　大阪∫『川バ‘ξ南高

　　　　　1・く

野間　敬1∫1　人阪IF∫Th岡高険

森　　　泉　大阪｝自高槻学卜kl

　　　　　　高k
lい　俊‖克　ノ・阪脱1：lll］’高｛矢

森川　　武　人1閲ドに三1玉1∬扁

　　　　　　収
却己　　り6　大阪1柳q条ll穀高

　　　　　　k
柿谷　　剛　兵川・県御1、1多品快

水本　1・9叫1】　兵庫県兵｝・ト1股

　　　　　　商伎
勲　　　明　相歌lll県）ハ1宮高

　　　　　　レ
1境部　ハ志　1ム札∬止広島皆り、

　　　　　　副ぐ
］・　　成一　川11県1～洞1ゴ1止

芥川　　穣　鷺媛県戊亨肌1白虫

岡村　llぼ　ll：刷県1協知学ノ、

　　　　　　同1父
・lllり｝ll｝り、　細剛1〔1”川｜1；蔽

繊維化学工学科　。139名
堀　　ノθ、　川形り1［〕1｝tl川・klビ11

　　　　　　｛・～

秋lll　典　‖了∫蝋lill｛而1ぷ

　　　　　　間曳
小林　†人・」1京都八潮高糎
イト原　昭男　klll品尋文

1∫hl尺　邦’1宜デ　Lllllc‘k

’1’野　艮明　　L川高］’ヒ

古市　真和　1二川高『ズ

堀内　1凪市　ヒ川！15k

若林　尚武　　巨川高杖

月川祐三郎　野沢」ヒ高佼

糊霧瓢漱
竹嶋　幹大　須坂西1｝‘｛i技

蟻川　茂男　檎本県ケ丘lr引k
水「］　裕敬　松小深志高もく

松1泉　寛彦　木曾iハt滴1父

伊藤　文彦　、1取、加1」陵白f交

小林　良一　‘1取面加l」陵1ζ‘校

両角　宏明　｛1収訪｛｝～1凌高佐

m中　武敏　人町高｛交
古川　和り」　飯川高按

松川　」1、栄　静岡県6、⊥高佼

鈴木　孝郎　愛如県桜台∬白板

Ψ川　　誠　愛知県昭和1弱1父
平野　；n二　岐1；t県長良高佼

渡辺　修三　三爪県伊勢高枚
中北　了1三C　二匝県伊勢1埼k

児上　和却　蝕賀県虎姫高校
渡辺　勝男　ノく阪府泉1陽高校

コ川　栄一　ソく阪府市、～東1蒲

　　　　　　｛父
見学TIP郎　人阪府こ：［lwτ高

　　　　　　奴
菊地爪 g11ノヒ　兵庫県芦用高1交

川垣　仁志　奈良県天理1窃校
川Ill　　博　鳥坂県米子東陪」
　　　　　　校
尾坂茂登口　岡μ腺岡Ul朝「1

　　　　’高校
小川　悟ld　振1岡県東筑高校
後藤　勝洋　張洞県川ll陳同
　　　　　㌦
後藤　幣・一　福岡県八幡lrl火

　　　㌔　　高k
l1

辜C＼　五郎　宮崎県〃正岡高ね



・（6）砿142（嬬髭隅㌫）千　　曲　　会　　報　　　　昭r｜酬い川日1

　　　　　　※酷ぽの死を悼む　！1；i㌶㍑1，！；」1｛、i［煕ll∵’ll’州∀キ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　2）泊酬糸KKの1【・1汕鼎1　一引1；パ・　Lの∫、・’1の’8川・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸゜ク　　大　　箸　　政　　平　　　　　　　しr］艮ill氏力弓自f也〃）1夕力㍗陥1ドjl｜Uv｜、（1勺∬f人flJJII1）　Ll）llい白

昭和39イr川12附受3川・r製紺2則’L欠田融柵ρ；　，同、・1り最初晒1慨・さんぽ代・一砿IBI刷”回　いλ一
永眠せられた謂の眩目d・旧入学，刷1の最初の1－1か岨の　か3棉に｛師了愛｛よ川脂州㍉1・1ド・川川喝いがlh岬l
r陳に残つた。実に’糧たる刷刷川ユあ賊｝弔し辺りノ山、　場rこてr，哨口1、・）’鮒は川1紬、・ぴ礼・・の川’陪川
弓と云つ7こJ風イ吝てλらつた。　イ［学Lllも級の‘含イV’⊥ゴ吻♪～）ること望」k　　　　元甘灸～1ソリi’乙もとfl・1パc・㌧パ六三，　lnf㍗σ）fl　liじ｝1パ1‘戊1］1り｜円’‘憂｛r｛｝

々。似のグラス会醐風会と命名したの螂硫案てあっ　ド・れた1・爪の以個1臥｛二～改川い川「梛川触川・畑
た。軌して州・にヒウ・酬’えたの団の一服・1蘂も飢　 は川は・宅在川じ（け1ぴ’IJ洲川い川’・一⑪11端；、
λ）ろ・う。　1こlrτ在zト鵬こるや1｜‖もノC〈，言占娼t｝W冶ら，hλ二σ）も〕1カミ第一・　　　　】費’（元ミ式・（土n千‘｛llノ∴1、｝免1　㏄rより・　］ll月1㌦：望～｝↓画IL　l　1ζ二1　パ　｝　　t＿’

シ」℃らつた撫聞いた．終始・ぱ界にrの」岨く1紛け番脳　か・ノ・ユの劉細卜〕・1－Wl　！lい・同㎡・：
て～茜路｝せられた｛工で，　‖災lllj　11川：に支戊｝1臼こDlとり姑入小lnム1りの弄こ∫i敦∨C　　　　　川こ　L㊨こ㌔ン）ノ㌧n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1碩池剖吻下｛誠腕鋤ほれた。城後の嘔揃はつい聞ぷ！嬉　㌔3）φ」刷さんのト役θ）技ll日喬伯llい日・｝、i川川（胸、∴1｛凸
したo　「戊こ｝まク〈1｜1澗≦イ『｛（と！オノ；＆㍑こr～｝k50余ζ卜　11111のBW三り1ご〔婚も」石　　　　月1［1‘甫氏一陥、1う　）ノこ、、　」℃壱『rC㌧1口｜川1τ　｛　；〕了11‘ド「）　・1｜｝rllノ　・製1弓㌔

せず・いつも肺世てll’｜II・姻幾もf’肪才所か一・たバ晒　　肥同一，禍胡lll榔’揃1い．1ノ山川ド川・・、｛い『川、

「あれからの旅路」〕Illり、のため一ハの履歴、川’酬汕相湘｛い　、いた。回氏の川ll川1レド1㌧伽1叩ゾ、：ノ・八一川川llu川

／たが・ついに御返川三↓淑し伽⑭つ輪処がイ・日突然，　，ド柿閲1，潅のこ㌧け一初是PII・；・，㌧ノ・－1・拙／1川｝…掴拷・
71の∬11」立』欠力・らU、θ）・’ト乎艮｛こレ21　W1さ〆人、－1六二｝欠》イ｝一ζメりるぴ　烈こ0・　　　　｛、二｛†　1：イ》ll｜日1、θ）｛灸f｛Cl蠕り↓ド　Ll易」：・ノ；1、1，1㍉lf　か；　　い　　㌔ll札｝L

も貝の病名1姥1良とノIU）・1らの伽1・｜｜たるノし’・しに・・t・1・硫個1の　場良の生剰舳1，脈伽1恒1帥，川・一㍑一炉田・

階のへ隔私に臨人ご剛人協るるこ担）麟ぬ宿命L　倹餉｝rよりけいつ醐｛、励の川川1・い｝　い一…いあ
｝よ知咋聾，・蜘1に蝦．ぬものがあ・ち。たr洞師忠北ζ　りk小、　　　　　．
1乳｛ここ～．1釆な｝…卜会人ても戊うり，　二，｝］’1ご上」ザ｜1ff一の！～．1～内・㌧1故つ→　　　　　｛へ／うく口乏タ1几し～ここと｛ピ乍、田1’泓壽λノパ！、，ハ・・：1’5．ノ1　f｛らノビドIJ、

・くきカ、・　玄も｛ごII準フ人㌣ニマ1カ；±起拓i句Wl・《〕｝うこ：ls・〔『‘うる門　　　　　　　　　　　　〃）拶ミ｝㌣jl艮　（↓1ヒ舷）1日；ヒ菜小‖II㍗三‘し／　L、）　・に纐し、r，1；‖t飛∫1’・．†～ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い1山川衣の1｜己尿係’加い帖1消・・’｛・｝ノ、一｛・い；醐粥：1～・

　　あり　し日の矢1日1跨1～∫払了！『三∫己を変とミう　　　　　　L’～sj・ψ’㍉ゾ・け’4イr格物け列力1・｛∀・）粕し≒1｝　　1∴弓・・’・U・ハ吊

×　　　　　　　　　　，　　　　　　　　・幻，吟も～勺りあ1｝と残パ川る、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jc・7藤　崎　　鋼　　4）川llの1・1艶”1が道1亡製糸1《杖｛’い㌦｝L川｛山・削ド場

知部忠11にん側：イロ川川ノ日i｛川1擢・、’↓の編川’t：に　助毎の1・」脳・い洲IWIも顕の鼎舳はけり頒川i吻耐’、
ソζ」』し」、さ才しま／　λ二。　｜」曳1こ哀・ll｝日・二日LJ；・’ま寸トんr，　£ヘカミト1玉氏を4‖’・　　　　　ノ4L4ムとll1］ドヂを［りiθ）f1‖ノL㍗」一㌧ハ　 （4、11P｝1㌢jH｛㌧占ζ〔人、）　も▲～｛カ・

たの｛まぺ｜1：12｛Ll紗」角了光少li｝こ4ξ1｛jl直足」択工糸事卜JL乏ご7［カ・倉ll）忙トヒLド）　　　　オ1㌔ζw一様ψ蟻し、’ζこも〃）〉しぷ、　・九二、　、匡～・1｜」ウ、日札）1二13暢」；｛㌃7t：ピ｛ζWオ

JtクミIU剖｛さんカt抜｝裸さオtJしの初fC　L場∫ミしこ4㌦イ亡｝ちλし｝ヒ1時て．‘IF）　　　　ll～PLIこ1｝句C7）コ1王　力ムリカ；Wl｜ll日｝㌧・担’にカθ）‖ll｛†‖セぴ♪‘1～藷1］’、ダリ

リ」す。私は共の当ll腔斤1道棚汲郁製汎所｛二道技rと1て　　伺・ンにて一・刑1に移いζ出さ，｝｛1∵い㍉1戸∴痢．〕易1、け
堕ク務1　．（万｝㌔「アこ1｜～て～ちり　．｝寸『。　爾」こクこ日1r｛Bさん，と；丈llり」声了1ご〃ミ　　　　来嗜’月1｛こ1トrlフ｝（よ弩Zご呂’｜’」’」一ア1’≒1｜｛｝lr‖1、】㌔i　　£ξア・ノ’み・¢ヵ

て10ケfl，　‖伐後私力t↓1｜｝lilL．ζrヒ｝〕」近ノ、≡｝て19ケィト‘ノ：L二29ケ！｛1　　　　－lll』U1↓白ゐ＾＜石んで1‘P：’）　㌃！三｜、、｝1㌧1］」．＜ノ、．lh～ごHう‥・，∴r

ウ、1日高｜三さんρ：1lfイ1‖5イVと老｛1‖与イ㌧イ‖4ξを杭｝ナλ二』式う胃てIIlj氏の　　　　　た臼　口fミf‖’6《’己．」｝1し・ζ，朽｝］｛撒　1冨11昏！適轟）　札一ポぴ）ノノシ　㌧λ：、て」｛　Lト｛

一身Lのこ二と及’考く1庭の、二　㌧　も∫ムカミ』、＜タ、llノノ　1　ノ＼ワ＜∠ち↓r，のucク：　　　　　カ・勺こlll川；さノし・L且Lθ）↓‖；ハ1θ）り〆ら、：・⑪，∫1乏～ゼ・｛　　↑＾ン｝㌃、＞1　－　～

目間さんを姫洞窓のノ」々の柳・の為めにLと，恥寄細た　癖剖』，い詑は・帆硫1力lll・1∴婚も即い1ぴU
λノ（“ナで～らりまづ」【，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・こ㍉しilり」，ビ　リw｜〆f、’化一卜葺吻∫3｛　∴二1：ノミ　）　二　㌧　　べ‘き，㌃メ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
　以　 ドあり　1　「1のク〈II｜f‖｛』己のf”テ〕｜」’を｝1｜］心べ考，1｝∬｝こ1日J氏の蒐‖｝忙　　　　　　5）　力乏後｛ごホ乞L｝1曳後よ　り日月，ノへ　｝．　な∂ノ「仁Ui｝il；㌦ぬ。ぴ）dlき｝㌧∬ノ斐’；㌦5乱t～、

を記杭します。　　｝　　　　　　　　　旧兄につき申述ミる二とにい抽．川、ぷ五ほ当贈・川
1　・　つぐ正．4年4日　　†拍甚‘蛎！冴〔田丁轡廷糸株ヲペ会7ヒ三『♪イカ　　　　　　　　　　　　1廿rζご71協州lr了1よ｝）JYI｝P㌔ll　たニグ）パグ弓B弓〃）、’‘；）了㍑～、・　∋・6：～人w己、｝」・・λ二

1　・　た工〔8巡「　6∫コ　　6Y，［｛）夢i↓騎〔；こζド剣集‖糸‡と三ぺ会判◆・蹴1イ芳　　　　　　　　　　　］きこ！hど’在1才】とt　マロ鍾λφて皐「！）人、ソ：虜～，・し、，　11オIC∂）rゾ　rl∬↓｛オ1〔］

1・　∫ζ正124F　1　月　　巾∬wr全｜勾道是句1糸株式初f馬Lj易上ミ｛こ塑力∫6　　　　1肖より現10：送巨も酵1試cf」・1　こし、！｝ハアニ　］拓レ7，執一λ・ドし、∧二、　1、1｜∫c

l，　n召不r｜13ゴP5月　　支』那ゴ喜∫111姪糸公∫］叔こ重役と．して勤1芳　　　　　　　け　二！乃」カの1芳1イ｜と1嬉ご苅益毛弓1寸1のいは’1、み｛揃ハね1力｛レン1川～ノ、1ド｝虫ハ

｜　，　1昭Xll17！臼　4日　　 11賄り‖「日苛4ξlll］］了可E夕1｝イd〔『t菜形人人∫こ才｛4｝こ『凸ll71　　　　　弓「ン　こ！1う↓を好｝～ぱ）六二，，　単k「橋血曳〆？、‘～～イ‖1も’少～、　ノ　1｝　・…1むヴ・1三r，t㌧、

　　　　　　　　　　　　　　艮と1　レご‘Wり務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元且ψセ】ζ尚宝∫乱轟占θ）丞Lし、ノ・rFン　！七：｛h｝1㌦1・lj｝．り｛1免・穿一　～占｝1θ、7監～兇

1，　∬召才1｜20f「6月　　 ［：言己｝i］ll7上長老こ↓｝÷f丁…チi｜｝［しlo　T買こ》［～；1｝↑喬了b／ls　　　　lニド（†37、し、1こjl艮ノ、）己”f9～・二。　イrr｝罵｝P・［貝1，IU．　：き皇」°言ξ　5＾矛亮L、～こ／ノζ顔，

　　　　　　　　　　　　　　lnT　2三r　n　1337くこ‘友…f1：H丘ノ、さ／：戊　（lr召τ「139イ｝一　　　　イ↑‘こ＿召く『）トUl血Y人｛こld写｜）」し～受（㌃∫巴　　ゼI」｛］｝～．セ1～‡iら1、ヂ～｛パニn　∫）f）叉

　　　　　　　　　　　　　　　印12n）　　　　　　　　　は叫トやろf‘、t度・○ド刊八ノ1・，11；畑…｝・い、≧．ぼ㌧’、’三ピ♪より

　　　tU　　メ⊥1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6〈｝肖il（‖nTll33flしn）よ　リイハ」日∴L、・　1：一、セ巾U　iぱ、ドカニリi㌔｜戊」｛

　1）　タこ「］1音‖さんカミ〕OL足f製糸株三V会ト｜｛ご⊥⊥イ1三さ身し’ヒヒ自（ヒユ▲」易｛よ　　　　 靴ミ☆∵7　＊、た〆ξ二～り…｝81川び）1｝6；式了、了▲療ξμ、、、］　、・　～べ　w～　　I」∵ビ、　　｝ヨ

／｛こ’云ご成であったo　イ乃つて1司∫Cセよ：［二戊易艮を木那失とL　」1∫芳工、｝『建　　　　 ’ヒ｛こてrラジオ甲を’｛｜：、み1こ｛酉1日；lll纏↓五重i日’φfl己　ド　 ∬］1）Il　トr拍；介♪わ

築ナ点r｛巾の役まてもせオa｝〕：定にら汽こかったo　イi可1磁〔カ、と云♪㌧＿｛まfセ‖ポ　　　　 たo　私｛よ刊n橋↑lfでと｝よ4－　5∫狂ぴ）ノτ、　r∫㌧｝・月　w皐；｛｛・｛　っ㌧、　トぴ）で

工場の設・山繰糸機械の据∫L蒸気機関の築炉及取化繭・1・2　μい御蹴致時1鯛加疏怯打ば～・心1龍砧刈1編
燥」易の賞i’繭1［Fな／の；｛と｛｝｝‖耳亘イ、1｛よ製糸ま1｛q～θ）技目苛を要しX｝10の～∫’，　　　　nl｛ξ∫イヒの犯｜｝ll：こイヒを1咲力・vじ一，　‘友ヒニ紅㌃、ll㍉　よぷ｝ミt　f＞～、｜｝　・∫ここ」

負」支蔀∫］阿1こ1き委力、Lとピζ¶置じナ7冥力、っ∫hこヵ、『♪て‘セ）膓ζパb　’～：れソミ｝うト｛二　　　　のて〆1ろ・〔・λ二‘，　ふセカ：“ζ38日1？∫］？8目「刈，こ依ピ　　『～、〆ひζパφ1、」1巳，

夕、伴1樹；さんのh～7申1‘1勺，司勾付Lll勺↓’｛‘r’労1よ・ICノこ推〔て｛＋λcjノ　〆・たc、　クこ　　　　ウ、｜1｛音じさλ（よ｜」麗il‖1狗、1、り目儂ゾ〃），｜レ㍉、6、事三‘㍉、　　：，夢　　　二垢日一l

ll聯さんの菜剃1芝の｝・人のトケ’ばけ川□’ンr・ミー，・。1　志川fヘノ、・｛膓㍑ぼ’パ脚）卿川｝。蓬い川1パぽ1，・川’1
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　の1｝竺出て1月12円他界する様」・は少しもll受けられなかつ　　は大阪市役所の薬局長として既に西ノ1市に立派なイ1宅を持

　たρ而して私が同家を辞する時は正月には亦二昂’斥しをしたい　　ち次男は戦死（特攻隊として出征）3男は名古屋市長島化£苦

から来工れと云は踊ので私はそれを約して1檬したので　蹄KKの課長に，又4男｝歌東京：］誤KKの課紅．5瓢
あつた・斯くて39相月121三1∠1揃酬同氏は奥様に云牙・く「　未だ独端にて1林イ［rr醐行桃（酬赦理禾梓業）醐

蹴聯㌶㌶畿；劃蕊灌㌶認！㌶罐繊璽蹴≧，竃難
燃刷息の繊崩訓鰍知竺か・た不．1ピ蜘・焔蛾　敵て醗し獺の憂妙し崎り紐んパ噺｛、iの齢

霊㌶墓驚騨難ξ麟㌫灘㌫㌶響すので此・・燃・蹴の∂順酬・

　　　　さうん　④灘撒㌫ヤマ酬《蹴當漂蒜、雀麟欝
　　　　これからの旅路（2）　，　　　忘れもせぬ昨38年3戊：］1n正午浜松か　つになる，是∂1やζバLやるべし。

　　　　．綱・荊八畔㍊竺濃叢㌶漂瓢烈1讐］1旺脚耐て了酬ホ章が禰
，，；1：0＝《耀卵，、，，，8。織㌶襟‡；｛漂灘・・か・・…受6・…一の

；：㍑㌃説麓響蕊糠藷i唖騒；；．：。∴其1：：二；蕊蒜・灘1蕊瓢㍑

11愉蹴にgo控数え抽1 ﾜ・ク蝋撚従来・1励代珊；撫瑚4駕う・翻ツ」・た・
　動されている超人的イ了rliである。この様　リーであ・二）たが，今日1・前のゴ簸で新ら　　夏頃から月掛YMPも初まり’11月に

’』な人’々から見れば50・60は穴二しかに鼻タ　　しく月賦販売一・つまり「月販KK」も新　　は店も改〕吉しC／j、店舗も｛ノ1；一）てYMP

ラシに脇るの側然である恒、　　澗じ醐める事副li切つた。　　　隈井ミ、一ジ。タセンタ㌦1と蹴恒
　辮八峰畑・，（や引・汚1」は「あ　椥ヱく「肋｝予細耽」ヤペ…㍉℃陵イ順し，これカ、川牌後の1緋

㌶警蔑郷ζ　蒜；塁蕊顯灘灘1藷搬　1；㌶：票灘
　江蝿繍が心身燦自鵬鰍・は，よりよいオ粥チ。ン，わ，．チ。。に路」鋪！柚洪llぬ企ての糊料鋤
肉体内勺鳳く噛謎i助す獄どの剛励え：瀞ら燭剛受けて初め」：う＿＿と紹脳ぽ備切閉店触としたので↓｛恒
けと．他方これと平行して脳利1経を・、r｛、ドぜ　　云うのであった。　　　　　　　　　　　　た・・　（39年4．22稿）

い使い・迎醐申経の練｝齢継続の為肋　八lll禁浪士…寸考紅口扶ら，・サテワ亦　　晩年に㈱聡力・ら楽器店

努力に依るものな綱1は，1｝枇人の言穂測：の」難浪入して以来2咋r昧るの

葉に説かれている・　　　1　で・1ぷを続てく概慈みの雨か？待て　　松沢秀二助教授藩任
　私は足許もヨボ付き，足もバネが弱く　よそれにしても我］1’に70，1｛は荘れrc道　　繊維工業化学科硲分子化1￥”lil：座助殴授

・鷲て肉綱！練眺分酷・・カい泌て肌と・　　　　　　とレ（］酬秀二蹴流さ才晦氏幽
lll竃議騰騰畿蕊1；三㌫；麟警㌶叢ll貨㌻2；：搬蕊瀞㌶1・菖

甚1・かんかな訓・38特ド「・れから嫌路1所力く鵬に聞いてい姥郵碇，網い粕月澱・・（撒学ll二酬蹄汀fヒ学科
」を発案，諸材料を集めてサー，スター　て川て，私がやつて見ようかしら，イロ　∂）助乎として桜田研究泣｝こ於いて研究に

　トの直前に至つた。だが急プレ戸キがか　　fロ教えてくれれば・・・…　　　　　　　　　従ll：して陪り，本学剖；に転勤された。論

かつて驚いてけ咋延期の余像駄き脚鯉酬協厄ねて曰く。　　　　　文はポ．リピ・・ルアル・‥・・の分解及び架

と相成・た・　　　　　　老人2人醐1∫・］治・・てボソボソ綱パ喬について蹴搬憾れている。“

　　　　　　　　　　　　　　　　　

1⌒－22クリ・クルミの一B6判290∴i

　㌶；繊㌶欝叢：　　繍1ジ讃1㌢㍉；：：i

｛　驚㌫戴；；欝㌶《i㌶蕊ぽ：燃㌘ぎ綴籔；驚㌶㌶㌫蒜乳た無‘　i

l二囎勧・・　　　　　吊「　．’i－∴
し三庫力竺な胤たから・ご撒は竺田市信1竺竺学部町田竺竺竺r三．．］



ぱ醗であ・誹い人・・η・轡聯も　　　瀞幽1卜II山烈㍑㌘；㍑酬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　ぜ

．旦L竺竺三⑳遥毅＿已．＿巴＿、会　報　　・・召欄糊川・・．

霞灘謬難i㌃i｛　こ㌔灘羅ll灘1い蕊、繍：：　、

藻黙灘藷1藷；講難簾　i篇∫：∵灘



昭和39年5月順　　　　千　曲　会　報（昭秘1年6月18日第3楓郵便物認可）舶．142（9）

鰍原理帳：1・り3∫P終酬〒入熱と難：灘灘裟灘灘灘た・

　　　本　会　記　箏　　腰饗驚ζ淋辞元ll懸‡題襟　　　母校ニユース

理濃蕊曇繍騰撚i懲鱗繍鞭轍昆‖蟻1鰍蕊1禦套詳
材・・煕ω剛‘・北条卿・燃馴・で搬欲いに期待されている・㈱召）係姻・棚証治酬㈱ξ蹴イ繍

織および協劇測惣の舳である・　　　　，一＿。ユ縣長に喘嬬矧｛醐官湖佼れ

纏墨1難：鰹lll灘1灘雛麟llll灘1鋤

ぽ賢蒜よぽ1こ諜議裂鵠元9饗㍗緩瓢鉱詩ξ讐欝》鍵難野㌘冨ミ欝1還2iiぽ

灘議撮雛欝藷議擢璽lli麸鐘灘鷺蕊議竃lll灘騰識
頃から鰍発展の恥に噛・陽副歓蝋飢W定の広｛1謝路肩鋤す　；悌鯉戊眈紐39年度齢い一ζ郷
な協力を惜しまない熱」6Lの土であり，今　ること。　　　　　　　　　　　　　　弓’ることになっている。

1－〕一一 @　一　　一　“　一一一　一　　＾ぶ…’町『｝〔　　　×　　←　　　扉一一　・　　一一　　一一r　　　　　－　　　一　一　一一一　　　　　　一一　s　　　　　　＿

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

「　　　　　’　　　　　　　　　　　　　、
｛　　　．・　　　　　　慧謁、曇†　1　　　　　　　　　　　　　　　、

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　　　　　　　　　　　　長野県小県郡塩田碑「　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　｛

l　　　TEL塩田65。　｛　　　　　　　1
｛　　社長増・島芳美　｝　　　　　　　　｜
1　－．＿．　＿＿　＿＿　　⊥－1　　．＿．　　　　　　　　　　1

1オルガン針株式会社∴田・中央⑧信τW酬



⑩捌、2含 i昭和31年6月18日第凋郵便物諫可〉千　曲　会　報¶．一一，＿．竺1メ斑川、日＿，．

一∴一一一一一一内“

O｝㎝1…｝
@｝’…一’……　　一二「『　一一一丁ゴF－一｝　一一｛　－i「「二；∫；1三｛：三；∬i㌃三　月’郡jl：生糸鯉4；糸ll！：慰ill据涜研

」＿念，。熟講、納轟術部（大i・変一一・四・；・鰻轍ill・・1　

竃1勝
O㌶灘灘i繁1：、㌶；欝；ll曇朧雛撚：

滝沢昌『26來 h　騨欝・2習～欝川・い一化・一｛懸　　1　　鰻il　1：∵原

　：；｜灘1∵1藷灘　　欝rぷ∵∵　騨｝i繍難

1栂川轍濃31廻・、
燕?＃G1徽錨糞‖…：懸；；i　佐急‡：‘㍑劉’．礁’　：》倒三・。

：：㌶1：・…1：蕊叢蝶§i錨1：｛‖1水野翻蚕・・埼…穣1蕪㌶i㌶駕

、蜘、召．．．化，ポ蟻2灘；洲昧・・榊…酬糸酬・淵漂撫蹴・｛1杣町

謝大八郎纏宏筑認認院㈱囎照r・大蜘：刷26近吟i灘瓢捌剛二
一’

@　，　　　隅1；朝、田端先馬電ll　川65　1！」｝、戚　明学糎、冠畿附・

き翼三∵：・：墾霞灘竃菖：：翼　轍濫：；illl：［：線ll灘亀慧1き

　　　　　　　　　　　　　　・　瓢瓢鵠翻早菊、也六郎灘37柵島蒜！撫！罐難酬、・

小r｛渓夫端・近；鰹憂㌻亘穫禦雲・職　∋醐閲郎幽・・18蘭島璽輪灘竃竃蓼鞍張

＿＿T1

@－＿＿一＿＿ヒー．、＿＿．＿＾．＿．＿一＿．．、＿．1＿．＿＿＿＿．＿＿＿一一一一一一一・一一一一…一一一→一一’…＋←一…一……，・一’…一一一・一一…　一・・←一一∨1’…’…’閲’『…『’＾｛噛’共〃…－畠　ψ「』’…1’＾玄「　　〉閲　　－PWA　“　　’』「＾

セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編菓室より　〆
　　　　　　　　　　各種革化下機製造　　　　　　1　若諜苑る5｝」と叛り学園も4月131、｜斯人学生福8名な」団え

1　・　　　　　　　1清新疏らて来た。泌言臣中の繊維化学・・、…捧手糊・嚇弟醐・・：

1　　大東製機株式会董ヒ．　』懸蕊篇のな：㍑i：㍊1：裟‡1芸し蕊∴鷺1：｛i欝6

1
　，伽、、力：　矛1月］］田も〕庄　　　　　」、一誘φ　’　　　ご1肖．，ζ1…　　王　　こ：プ’

iの｛…鰍と’オsWド憤2し、憤二し〆’崇W十．

　　　　　　　　本社静岡県銚蹄水・酬・922　已賄㈱！酬輪柄蹴・嚇1支抽鋤；・▲繊
i　、　　’電（5）－2520～2522　　酬1葺の繍1らせ’・鰹‘こ’刷川鞭’已ざい鱈ぬ・・

い曇諜岳璽封竃簗竃1窪灘二え　｛編集瓢織尚薔鷲礫：二；濡；：蕊綴

｝’　　　　　　　　　　．　　．　＿＿二＿1　㎡　＿＿＿＿、＿一＿＿＿＿＿．＿＿＿．『＿＿一一一一一甲一　一　　　
一・．一一・・一一．一

@一　　一　一一…一・…　一一・一　・一　…　　一　　・　　　　　　．畠


